
2 0 2 5年度 名古屋大学大学院 法学研究科 総合法政専攻

入学試験問題

試 験 科 目 法学又は政治学の基礎に関する論文

問1 法学を選択する者は、 次に掲げる(1)及び(2)のうちのいずれか1具gを漢慇して解答しなさい。

(1) 【別紙1】所掲の新聞記事の抜粋を読み、 当該記事で取り上げられている事象が、 法的にどのよう

な問題を卒んでいるのかを論じなさい。

(2) 【別紙2】所掲の新聞記事の抜粋を読み、 当該記事で取り上げられている事象が、法的にどのよう

な問題を卒んでいるのかを論じなさい。

《注意事項》

・解答の冒頭に、 選択した問題の番号を明記すること。

・両方の間題に解答した場合は、 不正な答案とみなす。

•これは、 特定の法律や制度に関する知識の批を測る試験ではなく、 現実の社会問題を法的に分析する

力を測る試験である。

・解答の分批は指定しない。成絞評価は、文章批の多寡よりも、法的に明瞭で論理的な文章であるかどう

かを重視して行う。



【別紙 1 】（出典：朝日新聞 2024 年 8 月 1 1 日 朝刊2ページ 東京本社）
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こ の 部 分 に つ き ま し て は 、
著 作 権 の 都 合 に よ り 公 開 い た し ま せ ん 。



【別紙 1 】（出典：朝日新聞 2024 年 8 月 1 1 日 朝刊2ページ 束京本社）
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こ の 部 分 に つ き ま し て は 、
著 作 権 の 都 合 に よ り 公 開 い た し ま せ ん 。



【別紙 2 】（出典：朝日新聞 2024年 6 月 1 日 朝刊 3 3 ページ 東京本社）

こ の 部 分 に つ き ま し て は 、
著 作 権 の 都 合 に よ り 公 開 い た し ま せ ん 。



2 0 2 5年度 名古屋大学大学院 法学研究科総合法政専攻
入学試験問題

試 験 科 目 法学又は政治学の基礎に関する論文

問2 政治学の基礎に関する問題を選択する場合には、以下の5問のなかから色四を選び、

解答しなさい。解答する問題の番号を明記すること。

(1)政治学における正統性とは何か。 論ぜよ。

(2)各国の政治制度と経済発展の間に因果関係は見出し得るか。一例として、民主主義は
経済発展に好影響を与えるか。 論ぜよ。

(3)グロ ー バル化は国家主権を弱めるか。 論ぜよ。

(4)地球温暖化に対する国際機関および主要国の対応について、1990年代から2020年
代までの経緯を踏まえたうえで、 批判的に論ぜよ。

(5)ポピュリズムは民主主義の衰退と発展、 どちらの兆候と言えるか。 論ぜよ。




